
 

平成２３年度 大学の世界展開力強化事業構想の概要【キャンパス・アジア中核拠点形成支援】 

大学名 東京工業大学 

構想名称 日中韓先進科学技術大学教育環 

相手大学等名 

（国名） 
清華大学（中国）、韓国科学技術院 (KAIST)（韓国） 

［構想の目的及び概要］ 

 

【構想の目的】 

本学は、「世界最高の理工系総合大学の実現」を長期的な目標としているが、このためには、世界の最高

水準の理工系大学との連携協力が不可欠である。この連携協力の取り組みのひとつとして、本学は、東ア

ジアの最高水準の理工系大学である中国の清華大学、韓国の韓国科学技術院（KAIST）との間で人材の育成

を目的とした教育研究プログラムを実施する。なお、このプログラムは、本学が長期的な目標の下、米国、

ヨーロッパ、そして他のアジア地域における最高水準の理工系大学との間で行なう教育研究の連携協力構

想と一体的に実施されるものである。本構想の目的は、以下の三点である。 

① 交流プログラムの経験を通して培われる、将来の科学技術分野における国際的なキャリア形成に向け

た動機づけ 

② 世界最高水準の研究活動と一体化した教育を通して行なわれる、卓越した科学技術の素養を持つグロ

ーバル人材の育成 

③ 教育制度の異なる大学間における質の高い教育および研究の協力の枠組みの構築（特に大学院レベル

における国際的な質の保証制度の確立に向けた取り組み） 

 

【構想の概要】 

上記の目的を達成するため、本構想ではそれぞれの目的に対応させた形で、「（１）学部学生及び大学院

修士課程学生を対象とし、科目履修および研究室での実験等をとおした国際的な経験を積むことを目的と

した教育プログラム（以下、「国際経験型教育プログラム」と呼ぶ。）」、「（２）大学院課程（修士、博士）

学生を対象とした研究を重点に置いた教育プログラム」、そして「（３）共同プログラムの実施における質

の高い履修成果の認定および研究成果の評価の枠組みの構築」として実施する。 

「（１）国際経験型教育プログラム」は、学部の３年次終了以上の者および修士課程学生を対象としたプ

ログラムで、「(a) セメスター単位の科目履修や研究室での実験等のプログラム」と、「(b) 研究経験を含

むサマープログラム」により構成される。多くの学生は、はじめて国際的な機会に触れることを念頭に、

派遣先の国の文化や言語を学び、また、科目履修や実験室での小規模な研究プロジェクトを行うなどによ

り、国際的なキャリア形成に向けた動機づけとなるよう制度設計がされている。 

「（２）大学院課程（修士、博士）学生を対象とした研究を重点に置いた教育プログラム」は、「(c) 大

学院課程研究重視型教育プログラム」との呼称で実施するもので、三大学間の研究室の間の研究を中心と

した関係の中において大学院の教育課程の一部を組み込むことにより、参加学生が研究の視野を広げ、高

い成果を挙げることを目的に計画されたプログラムで、学生は二大学（または三大学）の教員から共同で

指導を受けることにより学位（いわゆるデュアルディグリーを含む）の取得に向けた研究を行う。 

これら（１）、（２）のいずれのプログラムも、三大学の共通の認識のもと、合同委員会（Joint Committee）

を設置し、「（３）共同プログラムの実施における質の高い履修成果の認定および研究成果の評価の枠組み

の構築」を行うこととしている。三大学は、それぞれが独自の質の保証の制度を有し、これに基づき高い

水準の教育を行っている。それぞれの質の保証の制度については、必ずしも三大学間で共通化できるもの

ではないが、上記「（１）国際経験型教育プログラム（(a)および(b)）」、および「(c)大学院課程研究重視

型教育プログラム」の実施にあたっては、いずれの大学の質の要件も満たす形で実施する。また、参加学

生の履修成果の認定や研究成果の評価においては、相手大学の質の保証制度を尊重したうえで、自身の大

学においてその成果を適正に読み替える制度を整えることにより、高い教育研究効果を上げることができ

るようにする。 



 
平成２３年度 大学の世界展開力強化事業の概要 【キャンパス・アジア中核拠点形成支援】 

［構想の概念図］ 

目的(1) 国際的なキャ

リア形成に向けた動機
づけ

目的(2) 卓越した科学
技術の素養を持つグ
ローバル人材の育成

アジア(ASPIREリーグ)

他のASPIREリーグ加盟大学
香港科技大、南洋理工大

東京工業大学‐清華大学‐韓国科学技術院

日中韓先進科学技術大学教育環

米国トップ大学
カリフォルニア工科大

マサチューセッツ工科大
ジョージア工科大

カリフォルニア大バークレー校

ミシガン大アナーバー校
ワシントン大

ウィスコンシン大マディソン校

ミネソタ大ツインシティ校
スタンフォード大

ブラウン大

ヨーロッパ

(IDEA リーグ)
インペリアル・カレッジ・

ロンドン

デルフト工科大

スイス連邦工科大
チューリヒ校(ETH)
アーヘン工科大

パリテック

東工大が主導して展開する世界の理工系トップ大学のネットワーク

清華大

KAIST清華大

語学力等の向上
（東工大では「英語
塾（仮称）」を開設）

オリエンテーション
等による動機づけ

(b) サマープログラムから (a) セメスター単位
のプログラムへの継続（東工大の実施例）

サマープログラム

約１か月

日本文化
および
学際的
テーマ
の講義

科目履修
小規模研究
プロジェクト

サバイバル日本語
清華大学
KAIST

（３年次、
４年次）

約２か月

小規模研究
プロジェクト

３～８か月

秋学期、春学期

日本語

双方の教員の共同
指導を通した研究
重点型の教育プロ
グラムへの参加

サマープログラム、
セメスター単位の

プログラムへの参加

東工大 KAIST

学部・修士課程学生

大学院学生

東工大における取り組み
・ ファカルティデベロップメントの実施
・ 専任の留学アドバイザー、プログラム

コーディネーターの配置
・ 留学先で取得した科目の認定ガイドライン

の制定、新たな書式の成績証明書の採用、
合同学位プログラムに関するガイドライン
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平成２３年度 大学の世界展開力強化事業 審査結果表 

 

大 学 名 東京工業大学 

タ イ プ Ａ－Ⅰ 

構 想 名 日中韓先進科学技術大学教育環 

〔評価コメント〕 

 

これまでの交流実績（清華大学との取り組み）をベースに提携先の大学とダブルディグリー制度の

実現に向けて具体的な協議を進めており、質の保証システムもこれまでの実績を踏まえた実現性の高

い内容となっており、学部と大学院プログラムを連携させた意欲的なものである。 

また、アジア共通課題の解決を目指した域内での人材育成は意義深い取り組みであると言える。 

 

なお、アジア共通課題の解決に資する理工系人材について、より具体的な人材育成の内容をモデルと

して示すことが望まれる。 

 

 




